
令和４年度 島根県立石見高等看護学院 学校関係者評価委員会議事録 

 

1．開催日時：2022年 9月 22日（木） 13：25～15：30 

2．開催場所：島根県立石見高等看護学院 会議室 

3．出席者 

氏名 所属 職名 備考 

学 

外 

委 

員 

長﨑 みゆき 益田保健所 所長 欠席 

石川 由美子 益田赤十字病院 看護部長  

熊谷 武美 
益田地域医療センター 

医師会病院 看護部長  

尾田 嘉代子 島根県立松江高等看護学院 教務主任  

寺戸 恵子 石見高等看護学院同窓会 会長  

学 

内 

委 

員 

狩野 卓夫 石見高等看護学院 学院長  

齋藤 晃大 々 副学院長  

吉田 真奈美 々 々  

三浦 陽子 々 教務主任  

中島 美和子 々 主任看護教員  

峯尾 まゆみ 々 々  

山田 奈穂子 々 々  

藤田 野乃 々 々  

青木 美香 々 々  

 

4．会議次第 

1）委員長あいさつ 

2）評価委員の自己紹介 

3）出席教職員の紹介 

4）学校関係者評価委員会の位置付けの説明 



5）学院の概要・教育活動等について 

6）評価の実施・結果について 

7）新型コロナウイルス感染症の対応について 

8）全体を終えての質疑応答および意見交換 

9）今後の予定について 

 

5．協議内容 

1）委員長より挨拶 

  新型コロナウィルス感染症による教育現場への影響も今年で３年目を迎えた。今年度も臨

地実習の一部を学院内で対応せざるを得ない状況があった。そのような状況の中でも実習病

院のご理解とご協力、学院教職員の頑張りにより看護師養成所に必要な教育は着実に実施で

きているものと自認している。 

学校関係者評価委員会は今年度で 7 回目を迎える。委員の皆様にはご多用の中、ご参加い

ただき感謝申し上げるとともに、学院の自己評価に対して、忌憚のない貴重なご意見をいた

だくことで、自己評価の客観性や透明性を高めていきたい。 

  

2）評価委員の自己紹介 

  それぞれの委員が学院との関係性を踏まえながら自己紹介された。 

 

3）出席職員の紹介 

 それぞれの職員が役割や担当を踏まえながら自己紹介した。 

 

4）学校関係者評価委員会の位置付けについて 

学院より、学校評価の流れについて資料に基づき説明した。  

 

5）学院の概要・教育活動等について 

 （1）学院より、学院の概要、重点目標および医師会中長期計画について資料に基づき説明した。 

 （2）学院より、教務部目標、教育計画について年報・資料に基づき説明した。 

 

6）令和３年度の評価の実施・結果について 

（1）学院より、評価委員の活動および自己点検・自己評価の結果について資料に基づき説明し

た。 

（2）学院より、「学生による学校評価アンケート」について資料に基づき説明した。 

（3）学院より、「学生による授業アンケート」、「保護者アンケート」について資料に基づき説

明した。 

（4）学院より、「入学者アンケート」、「卒業前アンケート」について資料に基づき説明した。 

 

 7）新型コロナウイルス感染症の対応について 

  学院より、新型コロナウイルス感染をめぐる動きと学院の対応について資料に基づき説明し

た。 

 

8）質疑応答・意見交換 



学外委員：学内実習では緊張感を持たせるために教務室で挨拶をするなど様々な工夫をしている 

と聞いている。コロナの影響で実習が学内に切り替わったこともあったが、学内実習

になり良かった点とそうでなかった点をお教えいただきたい。 

学院：学内実習の良い点は、病態の理解や技術の振り返りに時間を割くことができたという

ことである。また学院では模擬電子カルテシステムを導入しているため臨地では受け

持つことができないような疾患の患者を学ぶことができた。 

必要な相談や報告といった指導者さんとのコミュニケーションや限られた時間の中で

実施する切迫感は学内では体験しにくい部分だと感じた。 

学外委員：臨地では、例えば患者の拒否など生の反応が返ってくる。そのようなコミュニケーシ

ョン方法について学内ではどのような工夫をされたのか。 

学院：基礎看護学実習Ⅱでは教員が患者役となり、受け持ちの最初と最後の挨拶の場面での

演習を行った。学生が想定したよりも患者の話が長くなり必要な情報が聞き出せない

など実際にありそうな仕掛けをした。また酸素投与をしていたり、母性看護学実習で

は教員が子宮底の模型を作り演習で使用するなど、できる限り臨地に近い経験ができ

るよう工夫を行った。 

近年報告・連絡・相談ができない学生が多くなっている。報告・連絡・相談については

学内での実施は難しいと感じている。3年前から SBAR報告を取り入れているが報告・

連絡・相談を学内でどのように強化していくのかは課題がある。 

学院：精神看護学実習は幸いにも全員臨地で実習ができた。一般科と違い精神科の患者さん

は拒否などが赤裸々に出てくるため関わりに困難を感じる。事例検討を行い患者の反

応からコミュニケーション方法についても学びを得ることができた。 

学外委員：実際に働く看護師を見るというのも重要な経験だと思う。学生が憧れるような職員を

育てていきたいと考えているが、理想とする看護師がいるからこそこの病院に就職し

たい、という声は聞くか。そのような看護師を目指して入職してほしい。 

学院：学生の声としては、「あの指導者さんは良かった」という話は聞く。共感的な態度を示

されると安心して実習できるようである。逆にきちんと指導はしてくださっているの

だが「怖かった」という声を聞くこともある。不安や緊張が強く、メンタルが弱い学

生も増えている。 

学外委員：病院はいろいろな人がおり、その中で自分のメンタルを保っていくことも必要である。

学内でメンタルを鍛えるような関わりがあるのか。 

学院：3年生に限らずまだ実習に出ていない 1・2年生の中にも、普段の学内生活の中のささ

いなことで傷つくというようなケースも増えている。学校に入る前の学生自身の体験

や初等教育による影響もあるのではないかと感じている。例年統合実習前にはたくま

しくなったという印象を受けていたが、今年は臨地で苦労した経験が少ない分、防衛

的になっているように感じる。メンタルを鍛えるのは人に揉まれる経験からしかでき

ないのではないかと考える。 

学外委員：フォローは大切だと考えるが、優しいばかりではなく必要なことは言うべきであり、

ある程度の厳しさは必要だと考えている。 

学院：指導を「怒られた」と捉える傾向がある。「怒られた」「怖い」ではなく、何を伝えよう 

   としているのかを理解するように伝えている。ある程度の厳しさが必要であるが、何

が理解できていないのかがわからなければ指導の意味も無くなるので、そのままにせ

ずフォローしている。 

学外委員：オンラインを導入しておられるが、学生の授業評価にあまり変化がみられていない。

自分としてはオンラインは集中力が続かない、身につきにくい、ストレスとなりやす



いと感じるが学びやすさの工夫はしているのか。 

学院：実質対面授業が可能な状況である。一部の外部講師はリモートだが、他はほぼ対面授

業を行えている。実習の代替も学生は学校に出てきている。全面的にリモートとなっ

た時期もあったが限られていた。評価に影響がなかったのはそのためだと考える。 

学院：逆に濃厚接触者になった際はリモートで受けられるという安心感はある。 

学外委員：当校では感染者・濃厚接触者が多く iPad で映しながら話し合いをさせるなどリモート 

  を取り入れたがなかなか効果的にできなかった。 

学院：当校は部屋数も多く密を避けるため１グループ１部屋当てることができた。また学生

も気をつけて生活してくれたこともあり、学生自身の感染は極わずかであった。 

学外委員：科目ごとに実施しているようだが学生の授業評価が高い。また外部講師も了解が得ら

れた場合評価を受けているようだが、外部講師に結果を返しているのか。また授業評

価の中に自由記載を設けているのか。 

当校も以前は実施していたが、厳しい意見も多く辛辣な意見もあった。 

学院：評価が高いことについては当校でも以前から話に上がっていた内容である。ご意見の

通り自由意見を出させると教員の受け止めもしんどい。当学院のアンケートは緩いと

いう印象もあり自由評価のあり方も検討していきたい。教員自身の振り返りのための

評価であるので、表には公表しないという形にし、評価が活発になると良いと感じて

いる。 

学院：教員としてはじっくり考え評価して欲しいが、学生を見ているとその場であっという

間に書き上げ、評価をすること自体が形骸化している印象も受ける。時代の特徴とし

て幼少期からサービスの受け手としてサービスの提供者を評価をするという経験をし

てきているという影響もあるのかもしれない。 

建設的な意見を書いてくれている学生もおり、そのような意見については教員全体で

改善に取り組んでいる。 

学外委員：訪問看護で関わっている利用者の方が入院されたことがあり、退院後の訪問で、「入院

中、学生が受け持ちとなったが“迷惑だった”」と言われたことがあった。その方の気

持ちもわかるし、それぞれの立場での気持ちもわかるので困った。 

学院：それはどういった状況であったのか。 

学外委員：体調が不良であったため色々質問されることが負担であったよう。受け持ちを打診し

ても了解が得られないこともあり患者選定が難しい。 

 

9）学院より新しいパンフレット、日本看護学校協議会中四国ブロック研修会での発表資料、 

学生広報委員が作成した新聞を紹介しながら当学院の近況を報告した。 

 

10）今後の予定について 

  事務局より評価シートの送付の件と、評価の提出期限について説明した。また、本委員会の協議

結果を外部に公表するにあたり、氏名、所属を公表する件について再度説明し、了承を得た。 

 

 

 


